
【問題と目的】

　困っている人を助けたり，慰めたり，自分の持ってい

るものを他人に分け与えたり，寄付したりといった，他

の人にプラスの結果をもたらすような思いやり行動を向

社会的行動という （二宮， 20101））．アイゼンバーグは，

向社会的行動には，①その行動が他人あるいは他の人々

についての援助行動であること，②相手からの外的な報

酬を得ることを目的としないこと，③こうした行動には

何らかの損失がともなうこと，④自発的になされること

の４つの特徴があるとし，向社会的行動を「他の人のた

めになるよう意図された自発的な行動」と定義している

(Eisenberg ら， 20062))．

　こうした向社会的行動を中学生はどのくらい行ってい

るのだろうか．また中学生の間，向社会的行動は増えて

いくのだろうか．それとも少なくなっていくのであろう

か．本研究では，中学生は向社会的行動をどの程度行っ

ているのか，中学1年から中学3年までの2年間でどのよ

うに変化するのかを検討することを目的とする．

　一方，自分自身全体について肯定的に評価しているの

か，それとも否定的に評価しているのかの程度を示すも

のを全体的自己価値というが，日本の青年は全体的自己

価値が低いということ，中学生から高校生にかけて特に

低くなるということが示されている（山本，20093）; 山本，

20134); Yamamoto， 20115））．

　向社会的行動を行うことが向社会的行動を行う人自身

に与える影響はいくつか考えられるが，その一つとして，
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人から賞賛されたり，承認されたりすることにより，全

体的自己価値や自尊心が高められるということが考えら

れる．また，自己価値が高くなることで，自分の行動に

自信をもち，向社会的行動をさらに行うことができるの

ではないだろうか．本研究では，縦断データを用いて，

中学生の向社会的行動と全体的自己価値の因果関係につ

いて検討する．向社会的行動と全体的自己価値の因果関

係を検討するモデルとして，初回調査時点の2変数の値

が初回調査から追跡調査の間における両変数の変化に影

響を及ぼすか否かを検討するモデル （岡林， 20066）） であ

る交差遅延効果モデルを用いる．

　本研究の具体的な検討事項は，以下の2点である．

（１）中学生が向社会的行動をどの程度行っているのか

を検討し，中学1年から中学3年までの間に向社会的行動

がどのように変化するのかを検討する．

（２）向社会的行動が全体的自己価値とどのように関連

しているのか因果関係について，交差遅延効果モデルを

用いて検討する．

【方法】

１．調査実施時期

　第1回目（中学1年）：2002年9月中旬から下旬

　第2回目（中学2年）：2003年9月中旬から下旬

　第3回目（中学3年）：2004年9月下旬

２．手続きおよび調査協力者　

　調査は愛知県内9校と福島県内4校の中学生を対象に

行った．調査の依頼は学校を通して行った．なお，調査

は強制ではないこと，記入したくなければ記入しなくて

もよいことを調査用紙に明記した．調査用紙の配布数お

よび回収率は Table1に示した．

　今回の分析は，3時点すべての向社会的行動と全体的

自己価値の項目に回答のあった愛知県の中学生347名

（男子157名，女子190名）について行った．分析には，

SPSS（V21）および AMOS(V18) を使用した．

３．調査内容　

　調査時には，外的問題行動，内的問題行動，家族関係

の知覚，仲間関係の知覚等，他の変数についても調査を

行ったが，今回の分析に使用した内容のみ以下に示した．

分析には3時点，すべて同じ項目を使用した．

（１）向社会的行動

　中学生が日常生活場面で行う向社会的行動について，

この3ケ月にどれくらいしたかを4段階評定（何度もあっ

た，数回あった，一度だけあった，一度もなかった）で

たずねた．順に4点から1点の得点を与えた．「困ってい

る人を助けたこと」，「忘れ物をした人に自分のものを貸

してあげたこと」，「落し物を拾ってあげたこと」，「友だ

ちが傷ついたときになぐさめてあげたこと」，「友だちの

相談にのったこと」，「友だちがよくないことをしようと

してやめさせようとしたこと」の6項目である．

（２）全体的自己価値

　自分に満足しているか，自分が好きであるかなど自分

自身全体をどのように評価しているのかを6段階評定（非

常にあてはまる，かなりあてはまる，ややあてはまる，

ややあてはまらない，かなりあてはまらない，非常にあ

てはまらない）でたずねた．順に6点から1点の得点を与

えた．項目は，Harter (1988)7) の「Manual for the Self-

perception Profile for Adolescence」の中の全体的自己価

値についての項目，DuBois ら (1996)8) の Self-Esteem 

Questionnaire と Rosenberg (1965)9) の自尊感情尺度を参

考に作成した （日本語訳は山本・松井・山成， 198210）を

参考にした）．「今の自分が好きである」，「今の自分自身

に満足している」，「時々自分がだめな人間だと思う」，

「時々自分のことがいやになる」，「私はもっと自分に自

信がもてたらいいなあと思う」の5項目である．

【結果及び考察】

１．向社会的行動の変化

　向社会的行動を多く行っているほど高得点になるよう

合計点を算出し，項目数で割ったものを尺度得点とした．

得点の範囲は1点から4点である．平均値および標準偏差

（SD）を Table2に示した．

　得点が高かった項目は，「忘れ物をした人に自分のも

のを貸してあげたこと」や「友だちの相談にのったこ

と」といった項目であった．まず項目ごとに，時点 (3)

×性別 (2) の分散分析を行った．「友だちがよくないこ

とをしようとしてやめさせたこと」では，時点間差がみ

られ (F=14.13, p<.001)，中学1年時点より中学2年時点

の得点が低く，中学2年時点より中学3年時点の得点が低

 
 
 
このサイズでお願いします 
 
 

 
 
 
このサイズでお願いします 
 

配布数 回答数 回収率

中1

中2

中3

Table1　配布数と回収率

平均 平均 平均 平均 平均 平均

友だちが傷ついたときなぐさめた
こと

忘れ物をした人に自分のものを貸
してあげたこと

困っている人を助けたこと

友だちがよくないことをしようとして
やめさせようとしたこと

友だちの相談にのったこと

落し物を拾ってあげたこと

合計点

全体的
自己価値

合計点

向社会
的行動

Table2　時点別・性別の平均値と標準偏差（ＳＤ） 

男子 女子

中1 中2 中3 中１ 中2 中3

Table1　配布数と回収率

－ 82 －



くなっていた．男子より女子の得点が高かった(F=5.21, 

p=.023)。「困っている人を助けたこと」では，中学1

年時点より中学2，3年時点で低くなるという時点間差

がみられた (F=8.88, p<.001)．「落し物を拾ってあげた

こと」についても同様の結果であり，中学1年時点より

中学2，3年時点で低くなるという時点間差がみられた

(F=15.70, p<.001)．「友だちが傷ついたときになぐさめ

たこと」では，交互作用がみられ（F=3.03, p=.049），

男子では1年時点より2，3年時点で低下していた。女子

では1，2年時点より3年時点で低下していた。

　一方「友だちの相談にのったこと」は，中学1年時点

より中学2，3年時点で高くなるという時点間差がみられ

た (F=12.31, p<.001)．男子より女子の得点が高かった

(F=12.31, p<.001)。

　「忘れ物をした人に自分のものを貸してあげたこと」

については，時点間差も性差もみられなかった。

　尺度得点についても時点 (3) ×性別 (2) の分散分析

を行った結果，中学1年時点より中学2，3年時点の得点

が低いという時点間差がみられた (F=4.61, p=.032)．

また男子より女子の得点が高いという性差がみられた

(F=12.91, p<.001)．

　なお，全体的自己価値についても，各項目の合計点を

算出し項目数で割ったものを尺度得点とし，平均値及び

標準偏差を Table2に示した．時点 (3) ×性別 (2) の分散

分析を行った結果，中1時点より中3時点の得点が低いと

いう時点間差 (F=4.91, p=.008) がみられた．また男子

より女子の得点が高いという性差がみられた (F=37.88, 

p<.001)．

２．向社会的行動と全体的自己価値の因果関係の検討

　向社会的行動と全体的自己価値の因果関係を検討する

ために，構造方程式モデリング（SEM）を用いて，3波

のパネルデータを分析した．分析モデルには，交差遅延

効果モデルを用いた（Fig.1）．分析は男女別に行った．

a. 男子

　最終的なモデルの推定結果を Fig.2に示した．χ2 

=12.317(p=.138)，適合度の指標は，GFI=.975，AGFI=.933，

CFI=.986，RMSEA=.059(90%C.I.=.000～ .120) であった．

まず，全体的自己価値の経年変化については，中学１年

時点が中学2年時点に影響し，中学2年時点が中学3年時

点に影響していた．向社会的行動の経年変化についても，

中学１年時点が中学2年時点に影響し，中学2年時点が中

学3年時点に影響していた．さらに中学1年時点が中学3

年時点にも影響していた．全体的自己価値が向社会的行

動へ及ぼす影響については，有意なパスはみられなかっ

た．向社会的行動が全体的自己価値へ及ぼす影響につい

ては，中学2年時点での向社会的行動が中学3年時点の全

体的自己価値に影響していた．

b. 女子

　最終的なモデルの推定結果を Fig.3に示した．χ2 

=3.851(p=.921)，適合度の指標は，GFI=.993，AGFI=.984，

CFI=1.000 ，RMSEA=.000(90%C.I.=.000～ .028) であっ

たが，全体的自己価値から向社会的行動への影響も，向

社会的行動から全体的自己価値への影響も，いずれも有

意なパスはみられなかった．全体的自己価値の経年変化

については，中学１年時点が中学2年時点に影響し，中

学2年時点が中学3年時点に影響していた．さらに中学1

Table2　時点別・性別の平均値と標準偏差（SD） 

男子 女子

中1 中2 中3 中1 中2 中3

平均　(SD) 平均　(SD) 平均　(SD) 平均　(SD) 平均　(SD) 平均　(SD)

向社会的
行動

困っている人を助けたこと 2.00　(1.00) 1.76　(0.92) 1.75　(1.00) 2.02　(1.01) 1.86　(0.98) 1.78　(0.95)

忘れ物をした人に自分のものを貸
してあげたこと

2.62　(0.90) 2.45　(1.04) 2.52　(1.05) 2.63　(0.95) 2.66　(0.98) 2.61　(0.95)

落し物を拾ってあげたこと 2.01　(1.07) 1.78　(0.97) 1.68　(1.01) 1.96　(1.06) 1.73　(0.99) 1.56　(0.84)

友だちが傷ついたときなぐさめたこ
と

2.07　(1.02) 1.72　(0.99) 1.62　(0.96) 2.51　(1.07) 2.48　(1.09) 2.26　(1.09)

友だちの相談にのったこと 1.89　(1.03) 2.02　(1.09) 2.15　(1.13) 2.58　(1.09) 2.96　(0.99) 2.92　(1.03)

友だちがよくないことをしようとして
やめさせようとしたこと

1.76　(0.93) 1.62　(0.93) 1.53　(0.90) 1.64　(0.93) 1.48　(0.84) 1.31　(0.68)

尺度得点 2.06　(0.73) 1.89　(0.69) 1.87　(0.73) 2.22　(0.70) 2.19　(0.69) 2.07　(0.62)

全体的
自己価値

尺度得点 3.50　(1.03) 3.50　(0.98) 3.38　(1.08) 3.05　(1.04) 2.82　(1.01) 2.81　(1.03)
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年時点が中学3年時点にも影響していた．向社会的行動

も，全体的自己価値と同様の結果であった． 

３．まとめ

　本報告の目的は，中学1年から中学3年までの縦断デー

タを用いて，向社会的行動の変化と，全体的自己価値の

変化との因果関係について検討することであった．

　その結果，学年が上がるにつれて向社会的行動が少な

くなっていた．そしていずれの学年でも女子の方が向社

会的行動をより多く行っていた．交差遅延効果モデルを

検証した結果では，向社会的行動，全体的自己価値いず

れも，男女とも中学1年時点が中学2年時点に影響し，中

学2年時点が中学3年時点に影響するという経年変化がみ

られた．向社会的行動と全体的自己価値の因果関係につ

いては，女子では関連がまったくみられなかったが，男

子では，中学2年時点での向社会的行動が中学3年時点の

全体的自己価値に影響していた．

　こうした結果から，女子については，向社会的行動と

全体的自己価値には関連がなく，全体的自己価値の高さ

がどうであれ向社会的行動を行っており，向社会的行動

を行ったからといって全体的自己価値は高くはならない

と考えられる．しかし男子については，向社会的行動を

行うことによって自分自身に自信を持ち，全体的自己価

値が高くなる可能性が示唆された．
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